Electrophysiological study of glottal closure reflex in patients with phonation disturbances by Takeuchi, Shinichi











筋応答を記録した。刺激と同側の TA から Rl ，両側の
TA から R2 の誘発反応を得た。二発連続刺激（刺激間



































側の TA から約18msec の潜時で第一反応が出現し，さ
らに両側の TA から， 65 ～70msec の潜時で第二反応が
得られたことが報告されている。彼等は，この反応形態
が瞬目反射で誘発される眼輪筋の筋応答に類似している
ことから，前者を Rl ，後者を R2 と命名した。そして
一側の ISLN を電気刺激したと ころ，両側声帯が刺激に
同期して反射的に内転していたと述べている。 R I は刺
激側にのみ見られる活動電位であるのに対して R2 は両
側性のものであるところから， R2 が声門内転のための
活動電位であるとした。さらに195 年に Ludlow et al . 



































激装置により持続時間約 l msec の矩形波を発生させ，
留置しておいた刺激電極を介して行った。 OV より刺激















と，内転型産撃性発声障害（ADSD ）の患者 2 名，本態
性音声振戦（Esential Voice Tremor: EVT ）を持つ患
者 2 名及び反回神経麻埠後 TA の筋放電がみられるよ
うになった患者 4 名である（表 1）。検査は被検者が覚
醒している状態にて行った。覚醒については検査中及び










































































隔を 50msec, 20msec, lOmsec, 750msec, 50 図2 ：瞬目反射 （上段），声門閉鎖反射 （下段）の例




のトリガーは TEAC 社製 casete date recorde MR-30 
を用いてデータ記録用テープ CT-90 TYPE II に記録した。
これらのデータはキ ッセイコムテック社製の多用途生
体情報解析プログラム BIMUTAS™ によりサンプリン
グ周波数 5KHz として o任line で A ID 変換した後，分
析を行った。筋電図上で刺激のトリガー前の20msec を
安静時の筋活動 （base line activity ）と定義した。この
区間の平均筋活動を基線とした後，全波整流を行った。
そして筋活動量は特定区間の筋活動の面積［are under 
the curve (AUC ）］と定義した。得られた筋電図中 R 1 ' 
R2 は容易に視認されたが，念のため R 1, R2 の単位
時間当たりの筋活動量を算出しこれが base line のそれ
より明らかに大きいことを確認して R 1, R2 の客観的
根拠とした。R 1, R2 の筋活動量は，“（R 1, R2 の単
位時間当たりの AUC-base line の単位時間当たりの
AUC ）×R 1, R 2 の持続時間”と定義した。第二刺激







の潜時で R l，また両側において約30msec の潜時で R2
が出現している。これに対し声門閉鎖反射では刺激側の
甲状披裂筋では約16msec の潜時で R lがそして両側性
にR2 が約5msec で誘発された。この両者の反応出現
形態は類似しており，刺激と同側性には 2 種類の筋反応
(R 1 とR 2 ）と，反対側では 1種類の筋反応（R 2) 
が得られた。今回検討した症例では，通常 R I とR2 の
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両反射とも刺激側に R l，両側性に R2 が
出現し，類似した反応形態を示した。
射にみられる R3 6l に類似するものと考えられる。一方
両反射における相違点として 瞬目反射の Rl は乏シナ
プス性の筋反応であるのに対して，喉頭反射では多シナ
プス性であることがあげられる。その他の特徴としては，




msec 以下になると R2 において筋活動の減弱がみられ
た（図 4 ）。また， Rl において有意な抑制はみられな
かった（図 3 ）。
2. 対照と痘筆性発声障害の R1 の比較
痘撃性発声障害群と正常対照群の Rl の回復曲線を図






























interval : IS) で有意差を認めた。


































毛 120 コ...., 














IS が250msec, 50msec で抑制の減弱がみられマンホ
イットニー検定ではIS が50msec で両群聞に統計学的
有意差を認めた。また痘筆性発声障害群では正常群で抑







し患側の甲状披裂筋に誘発された Rl とR2 の潜時を示
した。症例14 では R 1, R2 とも潜時は正常範囲内であっ
た。また残りの症例では左刺激を行ったところ，通常 R 1 
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線を示した。本態性音声振戦群において ISI lOmsec 
250msec で抑制の減弱がみられマンホイットニーの検


































































は不明である。 Saski et al. はネコ，イヌ，ヒトにおい
て右側の ISLN を電気刺激して両側の TA からの誘発筋




同側で 8 ～lOmsec ，反対側では16 ～18msec ，イヌでは
同側16 ～ 18msec ，反対側では24 ～25msec ，ヒトでは同
側のみ25 ～27msec であったと述べられている。 R lの
潜時の差や反対側への神経経路の有無は種の違いによる
ものと考えられる。さらに筆者らの得た R lの潜時は16
msec であるから， Saski らのデータでは，検査の際の
麻酔の影響によって潜時が延長していたものと考えられ
る。また Rl の神経生理学的意義及びその起源について
は不明な点が多い。 Yamshit et al. 12 ）によれば，刺激
強度を変化させながら R 1 R2 の筋活動量の変化を調
べると，両者が統計学的に独立したものであることが分

































渉猟しえた限りでは はじめてヒトにおいて R2 の存在












酔をネコに施し R 1, R2 に相当する early respone 及
びlate respone の存在を報告している 10 ）。しかしネコ
における筋反応の出現形態はヒトとは異なり，例外は除
































































1. 刺激と同側の TA から潜時約16msec で R l ，また
両側の TA から潜時5 ～70msec で R2 の誘発反応
を得た。これは瞬目反射に類似する反射形態であっ
た。
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Glotal closure reflex was induced by electricaly stimulating the internal branch of the 
superior laryngeal nerv in normal subjects and patients with disturbances of phonation. 
In the present study, characteristics of glottal closure reflex wer anlyzed and electrophysiologi-
cal diference betwn the normal subjects and the patients was examined. 
The patients with aductor spasmodic dysphonia, esential voice tremor or in the recovery 
proces from idiopathic recurent nerve paralysis wer included. 
The internal branch of the superior laryngeal nerv on one side was stimulated 
electricaly and the musclar response from the bilateral thyroaytenoid muscle wer 
recorde. To examin habituation, the recovry curves, R 1 and R 2, wer pread by 
givng two stimuli sucesively. The internal betwn two stimuli was varied from 10 to 
50 msec. Stimulation of the internal branch of the superior laryngeal nerv induce R 1 
on the stimulated side and R 2 on both sides . Thes respone paterns wer anlogus to 
tho se of the blink reflex . Howevr, their lat encies wer fairly long. The latency of R 1 on 
the stimulated side was about 16 msec and the latency of R 2 on the stimulated side and 
oposite side wer 5 to 70 msec respectively. It was asumed that both the R 1 and R 2 
wer polysnaptic reflex , and semd to go throug complicated course. 
In the normal subjects. R 2 response was inhibited at stimulation intervals below 10 
msec indicating habituation. In the patients in the recovry proces from idiopathic 
recurent nerv paralysis , the patern of habituation resmbld to that in the normal 
subjects. Howevr. in the patients with aductor spamodic disphonia and esential voice 
tremor, R 2 was not inhibited . Thes results sugetd that aductor spamodic disphonia 
might be an abnormality of the inhibitory sytem in the central nervous sytem and one of 
th e symptoms shown by esential voic e tremor. 
It was conlude that the glotal closure reflex induce by stimulation of the internal 
branch of the superior laryngeal nerv would be aplicable to clinical practice as a useful 
test to find abnormality in the central regulatory sytem of the larynx. 
Key words : glotal closur e reflx, blink reflex 
